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境
内
の
桜
花
も
咲
き
始
め
、
鶯
の

さ
え
ず
り
も
一
段
と
研
き
の
か
か
っ

た
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
日
間
に
亘

り
春
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

大
祭
を
間
近
に
控
え
た
三
月
三

十
日
に
は
、
雨
の
降
る
中
地
元
総

代
並
び
に
協
力
会
奉
仕
の
下
、
注

連
縄
・
紙
垂
の
新
調
、
織
立
て
、
各

所
の
紫
幕
張
り
等
の
大
祭
準
備
が

行
わ
れ
境
内
の
装
い
も
整
っ
た
。

三
十
一
日
午
後
五
時
か
ら
『
総
社

地
主
祭
』
、
同
六
時
か
ら
『
宵
宮
祭
』

が
夕
暮
れ
の
中
斎

行
さ
れ
、
明
日
か

ら
の
大
祭
が
無
事

斎
行
さ
れ
る
よ
う

敬
虔
な
る
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
た
。

四
月
一
日
午
前
十

一
時
、
神
島
宮
司
以

下
神
職
、
氏
子
奉
幣

印
使
、
鎮
国
寺
住
職
立

安障
部
祐
道
氏
、
風
俗
舞

誌
奉
仕
者
、
浦
安
舞
奉

こ出
仕
者
、
総
代
等
が
斎

年血
館
正
面
玄
関
前
庭
に

学岬
列
立
し
、
本
殿
へ
参

玄
進
し
た
。

地
神
島
宮
司
が
国

元

春
季
大
祭
斎
行

宗

家
鎮
護
・
皇
室
安
泰
・
五
穀
盟
穣
を

祈
念
す
る
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
宗

像
市
・
郡
内
の
氏
子
を
代
表
し
て
、

中
村
芳
博
氏
（
宗
像
市
）
が
奉
幣
詞
を

奏
上
し
た
。

そ
の
後
保
存
会
の
奉
仕
に
よ
り
、

宮
中
舞
楽
の
手
振
り
を
伝
え
る
『
主

基
地
方
風
俗
舞
』
、
更
に
玄
海
中
学

校
女
子
生
徒
に
よ
る
『
浦
安
舞
』
が

5月祭事暦

見
事
に
奉
納
さ
れ
、
春
を
告
げ
る

神
苑
に
悠
遠
な
平
安
絵
巻
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

二
日
は
、
午
前
十
一
時
よ
り
二
日

祭
並
び
に
高
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
、
海

上
安
全
、
大
漁
満
足
が
祈
念
さ
れ
た
。

祭
典
後
、
引
き
続
き
三
月
に
宮
司
以

下
関
係
者
が
上
京
し
て
皇
室
に
献
上

さ
れ
た
『
若
布
』
を
、
二
月
末
か
ら
採

宗
像
大
社
春
季
大
祭

全
国
津
々
浦
々
の
神
社
に
お
け
る
恒
例
祭
典
は
「
稲
作
」
（
此
耕
民
族
で
あ
る
日
本
人
は
稲

賓
ん
さ
い

作
を
中
心
に
生
活
し
て
き
た
）
の
生
育
に
沿
っ
て
、
「
祈
年
祭
（
皿
早
作
を
祈
る
）
」
や
「
秋
祭
り

（
収
穫
感
謝
）
」
が
行
わ
れ
る
が
、
現
在
当
大
社
に
祈
年
祭
と
い
う
呼
称
の
祭
典
は
な
い
。

江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
「
宗
像
事
珀
考
j
に
は
「
四
月
朔
日
、
御
作
礼
祭
」
と
あ
り
、
四
月

に
五
穀
盟
穣
を
祈
る
殷
耕
始
の
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
戦
前
は

四
月
中
旬
に
中
祭
式
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
四
大
祭
の
設
昭
に
伴
い
祈
年
祭
と
合

し
、
大
祭
式
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
当
大
社
で
は
祈
年
祭
に
あ
た
る
の
が
、
毎

年
四
月
一
・
ニ
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
春
季
大
祭
で
あ
る
。

両
日
の
内
で
も
一
日
の
言
恩
閾
業
の
祭
典
で
、
「
→
『
国
郷
j
は
「
海
の
神
」
と
い
う

性
烈
も
有
す
る
御
祭
神
故
、
海
上
安
全
や
大
漁
祈
願
と
い
っ
た
漁
業
の
祭
典
で
あ
る
。

ま
た
戦
後
間
も
な
く
（
昭
和
三

0
年
代
）
ま
で
は
、
春
に
当
大
社
所
蔵
の
御
神
宝
・
古
文
書

ほ
う
じ
ょ
う
え
た
し
ま

を
虫
干
し
し
公
開
す
る
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
秋
の
「
放
生
会
（
田
島
放
生
会
）
j

ほ
ぞ
ん
え

に
対
し
「
保
存
会
j
と
呼
び
、
人
々
の
春
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
九
年
の

「
宝
物
館
」
竣
工
に
伴
い
、
常
設
展
示
が
可
能
と
な
り
保
存
会
の
呼
称
も
消
え
て
い
っ
た
。

こ
の
保
存
会
の
期
間
中
は
、
境
内
で
春
の
股
耕
に
欠
か
せ
な
い
股
機
具
・
梱
や
苗
・
雑
貨

等
の
市
が
開
か
れ
、
近
在
近
郷
か
ら
多
数
の
人
出
が
あ
り
秋
の
放
生
会
に
比
す
る
御
社
頭

の
賑
わ
い
を
見
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

〇毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時

高宮祭
第二宮•第三宮祭

午前11 時

総社祭

05月 3日午前11 時

沖・中両宮春季大祭
於•••大島中津宮

05月 5日午前11 時
五月•浜宮祭

午前10時30分

浜宮祭
於•..宗像市神湊浜宮

午前11 時

五月祭
於•••宗像市江口五月宮

05月 27日
沖津宮現地大祭

午前 6時大島港出港
於..沖／島沖津宮

四
月
と
い
え
ば
入
学
・
入
社
と
新
年
度
が

始
ま
る
何
か
と
慌
し
い
月
で
あ
る
。

花
で
は
桜
の
季
節
で
あ
る
。
今
年
の
桜

の
開
花
は
平
年
よ
り
若
干
遅
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

桜
の
語
源
に
は
色
々
な
説
が
あ
る
。
一
っ

に
は
、
さ
く
ら
の
「
さ
」
は
、
早
苗
の
田
の

神
こ
と
で
「
く
ら
」
は
鞍
や
倉
に
通
ず
る
場

所
を
示
し
、
暦
も
な
い
昔
は
、
桜
の
咲
く

頃
に
農
事
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
さ
く

ら
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
説
、

こ
の

ま
た
、
古
事
記
日
本
書
紀
に
登
場
す
る
禾

花
之
開
耶
姫
」
の
さ
く
や
が
さ
く
ら
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
説
、
麗
ら
か
に

咲
く
と
言
う
意
味
の
「
咲
聞
」
か
ら
き
て
い

る
と
言
う
説
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。

万
築
集
に
は
桜
に
関
す
る
歌
が
四
十
首
余

り
詠
ま
れ
て
い
る
ほ
ど
、
日
本
の
文
化
と
精

神
風
土
を
培
う
の
に
最
も
深
く
関
わ
っ
て
き

た
花
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

現
代
は
環
塙
破
壊
が
進
み
地
球
温
暖
化

と
い
わ
れ
、
少
し
づ
つ
桜
の
開
花
時
期
が

変
化
し
つ
つ
あ
る
。

桜
の
寿
命
は
種
類
に
よ
っ
て
違
う
が
、

五
十
年
か
ら
百
年
だ
と
言
わ
れ
、
そ
の
種

頬
も
日
本
に
自
生
し
て
い
る
桜
か
ら
、
品

種
改
良
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
数
を
含

め
る
と
数
百
種
類
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

桜
は
菊
と
同
様
に
日
本
を
代
表
す
る
花
で

あ
る
。

今
一
度
、
さ
く
ら
と
日
本
の
麿
史
を
振

返
り
、
桜
に
感
謝
を
込
め
、
愛
で
た
い
も

の
で
あ
る
。

(
Y
.
S
)
神具・装束

令井 ネ
f

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31
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保存会による『主基地方風俗舞』

取
さ
れ
た
奉
仕
者
に
対
し
、
当
大
社
よ

り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宮
司
以
下
各
神
職
・
参
列

者
が
分
か
れ
、
第
ニ
・
第
三
宮
、
宗
像

護
国
神
社
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

宗
像
護
国
神
社
祭
で
は
、
福
岡
県
護

国
神
社
坂
口
祢
宜
、
宗
像
市
郡
の
遺
族

を
は
じ
め
―
-
0余
名
が
参
列
す
る
中
、

護
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
遺
族
並
び
に
郡
市
民
の
弥
栄
が

祈
念
さ
れ
た
。

同
刻
儀
式
殿
に
於
い
て
は
、
交
通
安

全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講
員
皆
様
の

今
年
一
年
の
交
通
安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。

午
後
一
一
時
か
ら
は
、
本
殿
で
献
茶
祭

が
行
わ
れ
、
南
坊
流
小
方
社
中
の
花
田

み
ど
り
氏
が
、
猷
紗
さ
ば
き
も
爽
や
か

に
御
手
前
を
披
露
し
た
。

か
く
し
て
三
日
間
に
亘
る
春
季
大
祭

も
無
事
斎
行
さ
れ
、
春
の
一
大
神
事
も

滞
り
無
く
終
了
し
た
。

す
さ
ち
ほ
う
ふ
う
ぞ
く
ま
い

主
基
地
方
風
俗
舞

だ
い
じ
よ
う

歴
代
天
皇
が
御
即
位
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
一
世
一
代
の
重
要
御
儀
と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
「
大
嘗

さ
い
さ
い
で
ん
ゆ

き
に
際
し
、
新
穀
を
献
上
す
る
斎
田
が
、
京
都
を
中
心
と
し
て
西
方
の
「
主
基
地
方
j
東
方
の
『
悠

き紀
地
方
j
と
で
指
定
さ
れ
る
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
斎
田
地
方
の
伝
統
風
俗
を
基
に
、
宮
内
庁
雅
楽
部
で
作
曲
・
作
舞
さ
れ
て
、
大
営
祭
大
舞
宴

に
の
み
披
霧
さ
れ
る
国
風
舞
を
「
主
基
地
方
」
「
悠
基
地
方
」
風
俗
舞
と
称
し
、
門
外
不
出
が
原
則
と

さ
れ
、
大
嘗
祭
の
終
え
た
る
後
は
一
度
た
り
と
も
奏
さ
れ
る
事
は
な
く
、
昭
和
以
前
の
全
て
が
消

滅
し
て
い
っ
た
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
昭
和
天
皇
御
即
位
大
営
祭
に
際
し
、
福
岡
県
早
良
郡
脇
山
村
（
現

1
1
福
岡

う
ぶ
す
な
が
み
ぷ
ん
し

市
早
良
区
脇
山
）
が
主
基
地
方
に
選
定
さ
れ
、
脇
山
村
の
産
土
神
の
「
横
山
神
社
j
が
当
大
社
の
分
祀

社
で
あ
っ
た
関
係
上
、
こ
の
記
念
す
べ
き
神
楽
舞
を
末
永
く
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
昭
和
四
年
の

ち
ょ
く
て
い

主
基
地
方
風
俗
舞
勅
定
記
念
会
の
設
立
に
際
し
、
特
別
の
思
し
召
し
を
以
っ
て
宮
内
庁
よ
り
全
国

で
唯
一
、
当
大
社
に
御
下
賜
い
た
だ
い
た
。

以
来
、
当
大
社
田
島
地
区
の
氏
子
青
年
団
に
よ
り
春
秋
の
大
祭
時
に
奉
納
さ
れ
、
昭
和
五
十
＝
―

年
に
は
「
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
j
が
結
成
さ
れ
て
、
今
日
ま
で
舞
わ
れ
て
い
る
。

浦
安
舞

全
国
の
神
社
に
於
い
て
、
大
祭
或
い
は
奉
祝
祭
な
ど
の
折
に
奉
納
さ
れ
る
舞
。
紀
二
六

0
0

お
お
の
た
だ
と
も

年
（
昭
和
一
五
年
）
を
奉
祝
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
元
宮
内
省
楽
長
多
忠
朝
氏
の
振
り
付
け
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

神
楽
歌
は
昭
和
天
皇
の
御
製
「
天
地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
凪
の
海
の
如
く
に
波
立
た
ぬ
世
を
」

に
曲
を
つ
け
た
も
の
で
、
千
代
万
代
の
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
さ
れ
た
お
歌
で
あ
り
、
昭
和
天

皇
の
御
心
に
沿
っ
て
神
前
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

舞
は
四
人
で
舞
わ
れ
、
十
二
単
衣
の
装
束
を
身
に
ま
と
い
、
歌
に
合
わ
せ
て
太
鼓
・
神
楽
笛
・
箪

簗
琴
の
付
物
に
よ
り
演
奏
さ
れ
る
優
雅
な
舞
。

当
大
社
で
は
、
毎
年
春
秋
の
大
祭
時
は
地
元
玄
海
中
学
校
二
年
生
の
女
子
が
、
毎
月
の
月
次
祭

（
一
日
浦
安
舞
・
十
五
日
は
豊
栄
舞
）
、
中
祭
時
に
は
巫
女
が
奉
納
し
て
い
る
。

―”•■ n nn, — " マ··一ー

花田みどり氏による御手前

宗像護国神社春祭

去
る
四
月
十
六
日
、
漁
業
の
町
と
し
て

有
名
な
宗
像
市
鐘
崎
に
鎮
座
す
る
「
織
幡
神

社
」
の
春
祭
が
斎
行
さ
れ
、
当
大
社
よ
り
神

職
が
奉
幣
使
と
し
て
出
向
し
た
。

同
神
社
の
歴
史
は
古
く
「
三
韓
征
伐
」
の
功

臣
武
内
畠
が
、
こ
の
鐘
崎
で
「
軍
旗
』
を
織

っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
織
幡
神

社
と
い
う
社
名
と
な
り
、
武
内
宿
禰
を
主
祭

神
と
し
て
奉
祀
し
た
と5ゃ5廷
い

そ
の
社
名
は
延
喜
式
神
明
帳
に
も
記
載

さ
れ
た
古
社
で
あ
り
、
か
つ
て
は
宗
像
五
社

（
宗
像
大
社
織
幡
神
社
・
孔
大
寺
神
社
・
的

原
神
社
主
子
神
社
）
に
数
え
ら
れ
、
地
元
鐘

崎
は
も
と
よ
り
、
宗
像
の
人
々
の
篤
い
信

仰
を
う
け
た
。

当
日
は
、
春
う
ら
ら
か
な
陽
気
に
恵
ま

れ
、
境
内
に
は
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
楽
曲 間置言ご［打下行幣 足区奏‘次に行係‘でと例高 れ織

ちりい使 をの上当に合さ者地賑な祭を ‘ ‘直祭以 御氏し大同われ多元わり、の誇 祭笑
閃急牲函 塁因呵誌罪芙ナミ警皇；晶ら畠 2 齋

--------------------------------------------------------------------------ｷ と“
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王
子
神
社
祭
斎
行

芽
吹
く
若
葉
に
桜
花
も
彩
り
を
添
え

お
う
ま
る
こ
の
み
や
ま

る
四
月
三
日
、
宗
像
市
王
丸
の
許
斐
山
（
標

お
う
じ
じ
ん

高
二
七
一
m
)山
頂
に
鎮
座
す
る
王
子
神

じ
ゃ社

の
例
祭
が
、
当
大
社
神
職
奉
仕
の
下

斎
行
さ
れ
た
。

王
丸
区
で
は
、
区
の
行
事
と
し
て
王

子
神
社
と
共
に
氏
神
様
で
あ
る
熊
野
神

社
（
中
村
侃
宮
司
）
の
例
祭
も
同
時
に
行
わ

れ
て
お
り
、
区
の
役
員
で
分
担
し
参
列

し
て
い
る
。

王
子
神
社
祭
は
、
山
道
に
詳
し
い
王

ペ
っ
し
ょ
こ
う
の
じ
ろ
う

丸
区
別
所
班
長
の
河
野
次
郎
氏
、
若
手

や
く
し
こ
に
し
ま
さ
る

の
薬
師
班
長
の
小
西
勝
氏
の
二
名
が
区

を
代
表
し
参
列
し
た
。

登
山
口
よ
り
進
む
と
、
地
元
の
方
々

が
十
数
年
前
に
植
樹
し
た
と
い
う
桜
林

王
子
神
社

も
美
し
く
咲
き
黛
り
、
我
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
、
お
ま
け
に
道
に
は
ゴ

ミ
―
つ
無
く
、
地
元
の
努
力
と
登
山
者

の
マ
ナ
ー
の
良
さ
が
伺
わ
れ
た
。

祭
典
は
、
王
丸
区
役
員
の
御
二
人
を

は
じ
め
、
ち
ょ
う
ど
山
頂
に
着
い
た
何

組
か
の
登
山
者
も
参
列
さ
れ
、
賑
々
し

く
終
え
る
事
が
出
来
た
。

祭
典
後
、
お
供
え
の
神
酒
を
頒
ち
一

息
つ
い
て
景
色
を
見
る
と
、
宗
像
の
山

野
や
街
並
み
が
一
望
で
き
、
誇
る
べ
き

郷
土
「
私
達
の
街
、
宗
像
」
と
い
う
想
い

を
新
た
に
し
た
。

往
路
は
急
な
山
道
で
あ
っ
た
が
、
帰

路
は
尾
根
伝
い
の
コ
ー
ス
を
教
え
て
頂
き
、

楽
に
下
山
す
る
こ
と
が
出
来
二
十
分
程

で
麓
に
着
い
た
。

公
民
館
に
到
着
す
る
と
、
既
に
熊
野

神
社
の
中
村
宮
司
を
始
め
参
列
者
に
お

待
ち
頂
い
て
居
り
、
早
速
直
会
が
王
丸
区
・

石
田
敏
彦
区
長
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、

双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
礼
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
無
事
お
勤
め
が
済
ん
だ
事
を

喜
び
、
和
や
か
に
話
が
弾
ん
だ
。

今
回
と
は
別
に
、
王
子
神
社
で
は
有

志
で
結
成
の
許
斐
山
愛
好
会
主
催
『
許
斐

山
ま
つ
り
』
の
祭
礼
が
秋
に
あ
り
ま
す
が
、

別
の
機
会
に
御
紹
介
致
し
ま
す
。

神
郡
宗
像
の
ほ
ぽ
中
央
、
今
の
宗
像
市
と

こ
の
み
や
ま

福
問
町
の
埃
に
あ
る
許
斐
山
の
山
頂
に
鎖
座

町
じ
ゃ

す
る
神
社
で
、
当
大
社
の
炭
外
摂
社
。

御
由
緒
不
詳
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
古

文
害
に
既
に
そ
の
名
が
見
え
る
の
で
、
そ
れ

以
前
に
奉
祀
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

鎌
念
期
、
宗
像
大
宮
司
家
の
御
家
人
化
（
武
ー
名
叫
一

3
.

士
団
化
）
が
始
ま
る
と
、
宗
像
の
各
地
に
山

r
,
4
.
[
'i
、
ど
~

城
が
築
か
れ
た
が
、
許
斐
山
に
鼻
斐
山
城
·
·
r

ら
享

が
築
か
れ
、
蔦
ヶ
岳
城
（
城
山
）
と
と
も
に
神
郡
宗
像
の
守
り
の
要
で
あ
っ
た
。
現
在
、
山
の
周
辺
部

分
が
国
有
林
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
頂
部
分
は
当
大
社
の
炭
内
地
（
飛
び
地
埃
内
地
）
で
あ
る
。

山
岳
信
仰
の
影
密
も
あ
り
「
許
斐
権
現
」
「
許
斐
山
神
社
」
な
ど
の
呼
称
も
あ
っ
た
が
、
明
治
以

降
現
在
の
社
名
に
統
一
さ
れ
た
。

い
し
ほ
こ
ら

御
社
殿
は
、
写
兵
の
通
り
奥
行
き
二
尺
五
叉
横
三
尺
（
一
尺

1
1
三
0
、
三
セ
ン
チ
）
の
石
祠
゜

御
祭
神
は
、
苅
謳
詈
ま
た
は
正
祠
畷
年
i
と
も
言
わ
れ
、
麓
の
下
丸
や
心
岨
（
福
問
町
）
の

方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
登
山
者
も
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。

第
二
十
七
回

四
月
十
七
日
、
春
季
恒
例
の
神
賑
行

事
吟
詠
大
会
が
、
鶴
洲
会
（
宗
家

1
1
河

野
鶴
洲
）
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

日
頃
の
成
果
を
宗
像
大
神
の
御
神
前

に
披
露
せ
ん
と
、
地
元
宗
像
は
も
と
よ

り
北
九
州
を
は
じ
め
近
隣
地
区
か
ら
約

-
0
0名
が
参
集
し
、
当
大
社
清
明
殿

に
於
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

大
会
は
、
先
ず
会
員
揃
っ
て
本
殿
で

正
式
参
拝
を
行
い
、
続
い
て
松
口
月
城

先
生
作
「
宗
像
宮
」
を
宗
家
に
併
せ
て
会

員
一
同
で
合
吟
、
朗
々
と
し
た
美
声
が

境
内
に
懇
き
渡
っ
た
。

献
吟
後
、
一
同
清
明
殿
へ
移
動
し
開
会

式
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
永
年
斯
道
の

興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
、
当
大
社
葦
津
禰
宜
よ
り
贈

呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
会
員
各
々
が
順
次
曰
頃
鍛

錬
し
た
自
慢
の
喉
で
次
々
と
朗
吟
を
披

露
し
た
。
師
範
の
先
生
方
も
情
感
溢
れ

る
詩
吟
を
力
強
く
詠
じ
ら
れ
、
会
員
た

ち
は
真
剣
な
表
情
で
拝
聴
し
、
深
い
感

銘
を
受
け
た
様
子
で
あ
っ
た
。

午
後
＝
一
時
に
終
了
し
、
一
同
大
型
バ

ス
で
直
会
会
場
の
岡
垣
町
「
八
幡
屋
」
へ

移
動
。
当
大
社
か
ら
は
神
職
二
名
が
招

か
れ
懇
親
を
深
め
た
。

か
く
し
ゅ
う
か
い

鶴
洲
会

吟
詠
大
会

こ
の
吟
詠
大
会
は
、
平
成
元
年
（
昭
和

天
皇
崩
御
の
年
）
に
開
催
を
遠
慮
し
た
の

み
で
、
今
年
で
二
十
七
回
を
数
え
る
。

ま
だ
あ
と
何
年
か
あ
る
が
、
三
十
回
目

に
は
盛
大
な
記
念
大
会
を
行
い
た
い
と

の
声
が
、
直
会
の
席
で
多
数
挙
が
っ
た
。

午
後
六
時
三0
分
に
は
終
了
、
一
同

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
来
年
の
再
会
を
詈

い
合
っ
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

秋
吉
岳
洲

仲
村
庄
洲鶴

梢

山
口

春
季
奉
納
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宗像大社春季奉納剣道大会成績（平成16年4月 4日）

区 分 優 勝 準優勝 = 位

小学校 田澤亮輔 山本裕生 深見雄平
1 年生の部

（日の里東） （赤間西） （玄海）（男女混合）

小学校
真武祐希 東濱貴之 元満俊明

2年生の部
（男女混合） （自由ヶ丘） （河東） （東郷）

小学校 野中拓視 川副雅也 椛田晃成
3年生の部
（男女混合） （日の里東） （河東） （東郷）

個 小学校 北本美波 渋谷匠吾 岩谷真美
4年生の部

人 （男女混合） （河東） （自由ヶ丘） （玄辰館）

小学校 江田真子 瀧澤周太 井口舞香
戦 5年生の部

（河東） （赤間西） （自由ヶ丘）（男女混合）

小学校 矢野和樹 武石将和 田中孝典
6年生の部

（玄辰館） （玄海） （玄辰館）（男女混合）

男子 神田俊宏 毛利広樹 新垣翔太
中学生の部

（城山） （中央中） （中央中）（全学年）

女子 重富晃子 梅野由依奈 大原祐紀
中学生の部

（河東中） （玄海） （城山）
（全学年）

小学校の部
河東 自由ヶ丘 東郷少年

剣道教室 少年剣道教室 剣道教室

団

体 男子
河東中学校

自由ヶ丘
中央中学校

中学生の部 中学校
戦

女子 中央中学校 玄海中学校 福間東中学校
中学生の部

春
の
う
ら
ら
か
な
陽
気
に

恵
ま
れ
た
四
月
四
日
、
春
季

恒
例
の
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
大
会
が
、
御
本
殿
横

の
境
内
で
開
催
さ
れ
る
『
野

試
合
』
で
あ
る
為
、
選
手
は

少
し
で
も
足
場
に
慣
れ
よ
う

と
、
早
朝
か
ら
竹
刀
を
打
ち

合
う
音
が
神
苑
に
こ
だ
ま
し

こ
。t
 午前

九
時
の
開
会
式
に
は
、

選
手
・
審
判
・
保
護
者
ら
約
四

第
五
十
回
春
季
奉
納

3
E渚
這
大
会

0
0
名
が
出
席
し
、
神
職
よ
り
お
祓
い

を
受
け
事
故
・
怪
我
の
な
い
よ
う
に
と
、

宗
像
大
神
様
に
御
祈
念
し
た
。

試
合
が
は
じ
ま
る
と
開
会
式
の
静
寂

か
ら
一
転
し
、
日
頃
稽
古
で
鍛
え
上
げ

た
自
慢
の
技
を
披
露
し
よ
う
と
掛
け
声

を
張
り
上
げ
て
相
手
に
挑
み
、
そ
れ
に

熱
狂
す
る
応
援
団
ら
で
境
内
は
終
日
喚

声
に
包
ま
れ
た
。

約
六
時
間
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
熱
戦
も
、
午
後
三
時
に
は
幕
を
閉
じ
、

勝
利
に
歓
ぶ
者
、
悔
し
涙
を
流
す
少
年

剣
士
ら
が
、
次
回
こ
そ
は
と
決
意
を
新

た
に
稽
古
に
励
む
こ
と
を
蓄
っ
た
表
情

で
神
社
を
後
に
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
。

竺
5

F
島

.. 

蔑一
[一

[

万
が
一
の
自
動
車
事
故
の
際
も
全
国

規
模
で
の
サ
ポ
ー
ト
展
開
し
て
い
る
「
J

A
F
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
福
岡
支
部
」
に

お
世
話
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全
の
御
神
徳
が
最
も
知
ら
れ
て

い
る
当
大
社
の
、
交
通
安
全
の
御
祈
願

を
行
う
祈
願
殿
ロ
ピ
ー
に
は
、
同
連
盟

の
入
会
申
込
書
・
会
報
J
A
F
メ
イ
ト
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
納
め
る

も
の
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

新
た
に
木
製
で
製
作
さ

れ
た
。

三
月
下
旬
か
ら
同
連

盟
担
当
者
と
当
大
社
担

当
神
職
と
で
数
回
打
合

せ
を
行
い
、
神
社
の
雰

囲
気
に
馴
染
む
木
製
に

す
る
こ
と
に
決
ま
り
、

材
質
・
デ
ザ
イ
ン
・
傾
斜

角
度
な
ど
詳
細
を
決
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
JA
F
の
仕
事
を
請
負
っ

て
い
る
大
成
印
刷
の
策
島
智
弘
氏
が
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
さ
れ
、
更
に
御
実
家
が
大
川

家
具
の
職
人
で
あ
っ
た
為
、
兄
の
芳
寿
氏

に
製
作
を
依
頼
し
た
。

最
終
的
に
は
写
真
の
よ
う
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
入
れ
が
完
成
し
た
が
、
材
質
は

香
り
が
良
く
温
か
み
の
あ
る
杉
で
、
移

動
を
容
易
に
す
る
た
め
下
に
キ
ャ
ス
タ

ー
を
付
け
た
り
、
チ
ラ
シ
等
を
掲
示
す

る
た
め
の
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
を
備
え
、
祈

願
殿
の
柱
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
る
な
ど

規
格
外
で
製
作
さ
れ
た
。

御
社
頭
で
新
調
後
の
配
布
状
況
を
観

察
し
て
み
る
と
、
申
込
書
・
当
大
社
の
由

緒
書
な
ど
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
も

の
が
、
足
を
止
め
確
実
に
目
に
つ
い
て

い
る
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
あ
る
。

御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
日
本
自
動
車

連
盟
、
製
作
い
た
だ
き
ま
し
た
策
島
芳
寿
・

智
弘
御
兄
弟
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

J

A
F

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
入
れ
を
奉
納
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春
季
大
祭
を
間
近
か
に
控
え
た
三
月

二
十
四
日
午
後
一
＿
一
時
、
突
然
歌
手
の
槙

原
敬
之
さ
ん
一
行
が
来
社
さ
れ
、
正
式

参
拝
を
行
っ
た
。

来
社
さ
れ
た
の
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
横
原
さ
ん
、
『
山
弦
』
の
小

倉
博
和
さ
ん
、
槙
原
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
西
田
四
郎
さ
ん
、
東
京
で
槙
原
さ

ん
の
崇
敬
さ
れ
て
い
る
国
津
神
社
恵
比

寿
協
会
の
奥
村
秀
峰
さ
ん
、
当
地
九
州

の
（
株
）
キ
ョ
ー
ド
ー
西
日
本
の
倉
田
哲
伸

長
社
長
の
五
名
。

社田
槙
原
さ
ん
は
、
以

倉訊
前
か
ら
芸
能
の
神
と

村
、奥
し
て
の
崇
敬
も
篤
し

んさ
当
大
社
に
一
回
参
拝

原損
を
し
た
い
と
願
っ
て

虹
お
ら
れ
、
今
回
来
福

権田
の
機
会
が
あ
っ
た
た
め
、

扁ん
突
然
で
は
あ
っ
た
が

さ倉小
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

んさ
い
た
と
の
こ
と
。

田西
神
島
宮
司
が
出
張

の←
中
で
あ
っ
た
た
め
高

：
＿
向
櫂
宮
司
が
応
対
し
、

ジ

マ
ク
心
r
,

暑
？
平
殿
で
正
式
参
拝
。

り

＂
四
紅
そ
の
後
、
広
報
課
神

職
の
案
内
で
神
宝
館
、
高
宮
、
第
ニ
・
第

＝
一
宮
な
ど
を
、
お
よ
そ
二
時
間
か
け
て

こ
参
拝
い
た
だ
い
た
。

参
拝
後
は
、
宗
像
大
神
さ
ま
の
御
神

徳
に
敬
服
さ
れ
た
こ
様
子
で
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
大
神
さ
ま
に
関
す
る
資
料
、

御
守
御
札
を
受
け
ら
れ
、
今
後
も
来
福

の
際
は
是
非
ご
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
。

皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
を
心
よ
り
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

歌
手
槙
原
敬
之
さ
ん
来
社

横
原
敬
之

禎
原
さ
ん
は
皆
さ
ん
ご
周
知
の
よ
う
に
、

咋
年
ス
マ
ッ
プ
に
『
世
界
に
一
っ
だ
け
の
花
j

を
楽
曲
提
供
し
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
、
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
四
月
二
十
八
日
に
は

ニ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
屈
℃
い
歌
が
歌
え
な
い
」

が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、N
H
K

平
土
曜
ス
タ
ジ

オ
パ
ー
クS
あ
な
た
の
声
に
答
え
ま
すS
」

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
に
決
定
し
て
い
る
。

大
阪
府
濶
槻
市
出
身
。
三
十
四
歳
。

小
倉
博
和

小
倉
さ
ん
は
、
音
楽
界
で
は
知
ら
な
い
人

は
い
な
い
程
の
ギ
タ
リ
ス
ト
。
香
川
県
高
松

市
出
身
の
四
士
―
＿
歳
。
桑
田
佳
祐
さ
ん
と
運

命
的
な
出
会
い
を
し
て
見
出
さ
れ
、
「
稲
村

ジ
ェ
ー
ン
」
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
制
作
に

参
加
。
こ
の
時
に
ギ
タ
リ
ス
ト
の
佐
橋
佳
幸

氏
と
出
会
い
、
現
在
の
「
山
弦
j
を
結
成
。

以
後
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
ツ
ア
ー
・

ラ
イ
プ
に
参
加
す
る
の
は
勿
諭
、
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
泉
谷
し
げ
る
•
井

上
陽
水
・
氷
室
京
介
・
福
山
雅
治
・
ミ
ス
チ
ル
そ

し
て
棋
原
敬
之
な
ど
の
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。

「
山
弦
」
と
し
て
は
、
N
H
K

「
夢
・
音
楽
館
l

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
の
書

き
下
ろ
し
、
読
売
テ
レ
ビ
「
ど
っ
ち
の
料
理
シ

ョ
ー
」
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
由
き
下
ろ
し
、
山

下
達
郎
さ
ん
の
カ
バ
ー
ア
ル
バ
ム
に
も
参
加

さ
れ
て
い
る
。

、
,
、
・
し
』

①
閏
扉
釦

②
昭
和
六
十
年

四
月
十
六
日
生
ま
れ
（
十
九
歳
）

③
京
都
郡
苅
田
町
神
田
町

し
み
ず
あ
や
こ

①
清
水
亜
矢
子

②
昭
和
五
十
八
年

十
一
月
十
五
日
生
ま
れ
（
二
十
態

③
宗
像
市
ぴ
か
り
ヶ
丘

④
福
岡
女
子
短
期
大
学
生
活
学
科

⑤
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
ニ
級
）

⑥
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
、
元
気
に
御
奉
仕

し
ま
す

⑦
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

5

g
 
r
 

し
＂

①
加
叫
虻
平

②
昭
和
六
十
年
一
i. 

四
月
三
日
生
ま
れ
（
十
九
歳
）

③
遠
賀
郡
遠
賀
町
上
別
府

④
向
陽
台
高
校
英
数
学
館

翡
州
高
校

⑤
琴
（
生
田
流
・
琴
歴
十
数
年
）

⑥
無
遅
刻
無
欠
勤

⑦
い
ろ
ん
な
こ
と
を
頑
張
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
人
紹
介

④
福
岡
県
立
苅
田
工
業
高
校

⑤
雑
用

⑥
は
や
く
一
人
前
に
な
り
た
い

⑦
ま
ず
は
地
名
か
ら
覚
え
、
一
日
も
早
く

宗
像
の
水
に
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す

ふ
く
だ
さ
ち
こ

①
福
田
祥
子

②
昭
和
六
十
年

四
月
一
干
二
日
生
ま
れ
(
+
九
歳
）

③
宗
像
市
池
浦

④
福
岡
県
立
玄
界
高
校
普
通
科

⑤
お
菓
子
作
り

⑥
周
り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し

て
、
立
派
な
巫
女
さ
ん
に
な
り
ま
す

⑦
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

し
ら
さ
わ
か
お
り
仁

①
白
澤
佳
緒
里
＂
＂

ヽ
―

②
昭
和
六
十
年

四
月
二
十
四
日
生
ま
れ
（
十
九
歳
）

③
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間

④
福
岡
県
立
戸
畑
工
業
高
校

情
報
技
術
科

⑤
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

⑥
頑
張
っ
て
早
く
仕
事
を
覚
え
た
い

⑦
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

電
気
科

①
氏
名
③
出
身
地
⑤
特
技
⑦
皆
様
ヘ
一
言

②
生
年
月
日
④
最
終
学
歴
⑥
抱
貨
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て
っ
か
し
ん
ぼ
う

伊
勢
神
宮
撤
下
神
宝
の
下
付
に
つ
い

て
は
、
当
大
社
の
強
い
願
望
の
も
と
、

宗
像
大
社
復
興
期
成
会
出
光
佐
三
会
長

及
び
宗
像
大
社
久
保
輝
雄
宮
司
の
連
名

を
以
っ
て
願
い
出
て
特
別
に
許
さ
れ
実

現
し
た
。
昭
和
の
御
造
営
事
業
の
頂
点

を
な
す
辺
津
宮
本
殿
遷
宮
祭
の
記
念
と

し
て
、
こ
れ

は
実
に
相
応

し
い
も
の
で

あ
っ
た
。

神
宮
の
御

神
宝
や
御
装

束
は
、
二
十

年
こ
と
に
行

わ
れ
る
式
年

遷
宮
の
際
に

古
式
の
ま
ま

に
新
調
さ
れ

神
々
に
捧
げ

ら
れ
る
。
こ

箆
こ
で
い
う
御

疇附
神
宝
と
は
紡

面
績
具
、
武
器
、

鏡
武
具
な
ど
の

調
度
品
や
日

御

常
品
類
で
一
八
九
種
・
四
九
一
点
、
御
装

束
と
は
衣
装
な
ど
の
服
飾
品
、
殿
内
を

装
飾
し
神
儀
を
飾
る
品
々
な
ど
の
総
称

で
五
二
五
種·
-
0八
五
点
あ
り
、
付
属

品
を
含
む
と
そ
れ
ら
の
数
は
約
八
0
0

種
・
一
六0
0
点
に
及
ぶ
。
品
々
の
調
製

に
は
人
間
国
宝
な
ど
当
代
墨
閻
の
美
術

大
社
の
御
神
宝
1
0

＼
昭
和
の
御
造
営
②
＼

工
芸
家
が
奉
仕
し
、
古
代
の
技
術
や
美

の
精
神
を
踏
製
し
て
太
古
の
姿
を
今
に

伝
え
て
き
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
は
、お
譲
り
頂
い
た
撤

下
神
宝
の
う
ち
か
ら
ご
紹
介
し
た
い
。

ろ
く
ろ

一
、
御
鏡
一
面
附
韓
輯
筈

こ
う
た
し
じ
ん
ぐ
う
ぺ
つ
ぐ
う
い
ざ
な
ぎ
の
み
や
お
ん
り
ょ
う

皇
大
神
宮
別
宮
伊
佐
奈
弥
宮
御
料

神
宮
御
料
の
御
鏡
は
総
数
三
十
一

面
あ
り
、
皇
大
神
宮
と
そ
の
別
宮
は

と
よ
う
け
の
だ
い
じ
ん

円
形
、
豊
受
大
神
宮
と
そ
の
別
宮
は

や
つ
ば
な
ざ
さ

八
花
崎
形
を
調
進
す
る
。
い
ず
れ
も

白
銅
鏡
（
銅
、
錫
、
銀
の
合
金
）
で
、
表

面
は
梅
酢
で
磨
い
て
光
沢
を
出
し
て

い
る
。
当
大
社
へ
下
付
さ
れ
た
御
鏡

は
径
六
e
m
の
円
鏡
で
、
全
体
の
文
様

か
ら
、
奈
良
時
代
の
唐
鏡
で
は
な
く

平
安
時
代
後
期
以
降
の
和
鏡
と
い
え
る
。

ち
ゅ
う

こ
の
鏡
は
、
紐
（
鏡
を
手
に
す
る
た
め

に
紐
緒
を
結
ぶ
部
分
）
と
縁
と
の
中
間

に
あ
る
圏
線
に
よ
っ
て
内
区
と
外
区

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
様
は

区
分
け
さ
れ
ず
に
、
対
向
し
た
凰
凰

を
紐
の
上
方
へ
配
し
、
そ
の
周
り
に

は
圏
線
上
を
つ
た
う
よ
う
に
牡
丹
文

を
一
周
さ
せ
て
い
る
。
鏡
全
体
に
広

が
っ
て
い
る
牡
丹
の
草
花
文
様
が
誠

に
流
麗
な
鏡
で
あ
る
。
御
鏡
の
付
属

9
•; 

品
と
し
て
、
輯
輯
箆
（
鏡
箱
）
と
綾
の
入

か
た
び
ら

帷
（
鏡
を
包
む
も
の
）
が
あ
る
。

当
大
社
の
御
神
域
に
『
木
の
温
も
り
j

が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
当
大
社
宮
大
工

の
（
株
）
弘
江
組
（
社
長

1
1
花
田
和
彦
氏
）
が
、

高
宮
の
在
銭
箱
、
第
一
駐
車
場
お
祓
い

車
輌
用
注
連
縄
立
て
、
祈
願
者
待
合
室

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
立
て
、
拝
殿
の
大
祓

串
等
を
御
奉
納
、
境
内
整
備
に
こ
尽
力

頂
い
た
。

高
宮
は
、
古
来

よ
り
宗
像
大
神
御

降
臨
の
地
と
し
て

神
聖
視
さ
れ
、
今

で
も
参
拝
者
が
多

＜
跡
を
絶
た
な
い
。

そ
こ
に
は
以
前
か

ら
笈
銭
箱
が
な
く
、

お
参
り
さ
れ
る
方
々

は
磐
境
に
お
狂
銭

を
投
込
ん
だ
り
、

下
に
瞑
か
れ
た
り

さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
栗
材
で
奉
製

さ
れ
た
賽
銭
箱
を

所祓
こ
奉
納
頂
い
た
こ

車位
と
で
、
参
拝
者
の

た
不
便
を
解
消
す
る

だ即
こ
と
が
で
き
た
。

奉御
大
駐
車
場
に
は
、

杉
棒
を
立
て
注
連
縄
を
張
り
、
祈
願
車

輌
用
祓
所
が
新
た
に
作
ら
れ
、
交
通
安

全
祈
願
車
輌
と
一
般
参
拝
車
輌
と
を
区

別
し
て
駐
車
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
は
祈
願
殿
・
儀
式
殿
の
祈
願
待
合

室
に
、
杉
の
丸
太
で
作
ら
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
立
て
が
設
置
さ
れ
、
祈
願
を
待

た
れ
る
方
々
の
目
を
和
ま
せ
て
い
る
。

（
株
）
弘
江
紐
境
内
整
備
に
御
尽
力
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第
四
回
漂
着
物
学
会
は
十
月
十
六
日

（
土
）
十
七
旦
日
）
に
嗚
き
砂
で
有
名
な
、

京
丹
後
市
網
野
町
で
開
催
す
る
。
（
京
丹

後
市
は
、
網
野
町
と
周
辺
の
町
が
合
併

に
よ
っ
て
四
月
一
日
よ
り
発
足
）

日
本
海
に
面
し
た
白
砂
青
松
の
美
し

い
海
岸
で
、
嗚
き
砂
海
岸
と
し
て
は
、

日
本
で
も
最
も
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
砂
浜
を
歩
け
ば
琴
の
よ
う
な
音
を

か
な
で
る
と
こ
ろ
か
ら
、
琴
引
浜
と
か

琴
弾
浜
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
笈
埃
随

筆
で
は
「
石
を
取
て
投
れ
ば
太
鼓
の
音

を
な
す
」
と
か
、
「
沙
浜
を
踏
立
行
に
琴

（続）

の
音
を
出
す
」
。
野
田
泉
光
院
の
「
日
本

九
峰
修
行
日
記
」
に
も
琴
引
浜
を
「
ぎ
う

ぎ
う
す
う
す
う
」
と
鳴
る
、
隣
り
の
太

鼓
浜
も
歩
行
け
ば
「
ど
ん
ど
ん
」
と
嗚
る
。

民
俗
者
の
宮
本
常
一
も
下
駄
を
は
い
て

歩
き
「
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
」
と
い
う
音
が
す

る
と
書
い
て
い
る
。
外
国
で
は
こ
の
類

の
浜
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
サ
ン
ド
と
か
、

シ
ン
キ
ン
グ
サ
ン
ド
と
い
う
。

ま
た
町
内
に
琴
引
浜
鳴
き
砂
文

化
館
が
あ
り
、
鳴
き
砂
に
関
す
る

資
料
を
集
め
て
展
示
し
て
い
る
。

一
階
は
琴
引
浜
の
自
然
と
嗚

き
砂
の
歴
史
・
世
界
と
日
本
の

鳴
き
砂
を
紹
介
。
嗚
き
砂
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
各
種

容
器
に
砂
を
入
れ
て
実
際
に
音

を
再
現
で
き
る
。

二
階
は
、
京
都
の
東
山
学
園

高
等
学
校
の
地
学
部
が
安
松
貞

夫
先
生
の
指
導
で
、
琴
引
浜
の

漂
着
物
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
展
示
が
あ
る
。

い
し
い
た
だ
し

~
＇
』

184 

町
の
観
光
目
玉
で
あ
り
琴
引
浜
は
禁

煙
に
も
な
っ
て
い
る
し
、
ゴ
ミ
に
も
非

常
に
神
経
を
使
っ
て
い
る
。
た
だ
琴
引

浜
に
入
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
も
有
料
の
駐

車
場
に
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
か
か
る
。

網
野
町
に
入
る
前
日
に
福
井
県
小
浜
市

の
矢
代
で
行
わ
れ
る
手
杵
祭
を
見
て
き
た
。

昔
こ
の
矢
代
に
唐
船
が
涼
着
、
船
に

は
王
女
と
従
者
八
名
が
乗
っ
て
い
た
が
、

長
い
漂
流
に
体
も
心
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
あ

っ
た
。
言
葉
も
通
じ
な
い
。
船
に
は
金

銀
財
宝
が
積
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
知

っ
た
浦
人
は
手
杵
や
弓
を
持
っ
て
襲
っ

て
財
宝
を
奪
っ
た
が
、
村
人
は
こ
れ
を

悔
い
、
ま
た
天
罰
を
恐
れ
て
、
そ
の
後

「
手
杵
祭
」
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

祭
り
は
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
り
、
た
だ
打
ち
な
ら
さ
れ
る

太
鼓
と
、
棒
を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
音

の
み
で
あ
る
。
は
じ
め
て
こ
の
祭
り
を

見
て
十
数
年
が
経
過
し
て
い
た
。

今
は
矢
代
地
区
も
若
者
や
子
供
達
が
少

な
く
、
手
杵
や
弓
矢
持
ち
も
お
年
寄
だ
っ

た
し
、
八
人
の
女
の
子
も
三
名
、
筈
持
ち

の
小
・
中
学
生
も
二
、
三
人
だ
っ
た
。
こ

れ
は
こ
の
地
区
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
全

国
ど
こ
で
も
祭
り
が
抱
え
て
い
る
問
題
で

あ
ろ
う
。
人
数
が
揃
わ
ず
、
他
地
区
か
ら

の
応
援
や
、
数
年
に
一
度
と
い
う
こ
と
も

予
測
さ
れ
る
。
祭
り
の
継
続
が
各
地
の
祭

礼
で
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ー、一9

賓銭箱（高宮斎場）

更
に
、
杉
材
で
構
成
さ
れ
て
い
る
拝

殿
に
は
、
同
材
に
て
大
型
の
祓
い
串
が

奉
納
さ
れ
、
璽
要
文
化
財
に
相
応
し
い

景
観
と
な
っ
た
。

全
て
良
質
の
木
材
で
作
製
さ
れ
、
随
処

に
職
人
の
『
匠
の
技
』
が
光
る
。
そ
れ
ら
は

大
社
の
境
内
に
違
和
感
無
く
溶
け
込
ん
で

い
る
。
木
に
は
鉄
筋
·
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

は
無
い
『
温
か
さ
j
や
『
安
ら
ぎ
』
を
人
々
に

与
え
て
く
れ
る
。
今
一
度
、
我
が
国
の
先

人
が
永
年
培
っ
て
き
た
『
木
の
文
化
』
を
見

直
し
、
後
世
に
確
実
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
花
田
社
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

大祓串（拝殿） 祈願案内板（表参道） パンフレット立て（祈願殿内）
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大
越
智

あ
ふ
れ
咲
く
脊
戸
の
椿
の
大
木
に
蹄
く
び
よ
ど
り
の
声
仰
々
し

島

治
子

信
子

う
ら
ら
日
に
さ
そ
わ
れ
ハ
ガ
キ
出
し
に
ゆ
き
花
屋
で
花
買
び
散
髪
も
す
る

（
評
）0
本
代
を
送
り
四
枚
切
符
買
び
散
髪
も
し
て
今
日
散
財
す

と
私
が
詠
っ
た
の
と
同
じ
心
境
で
は
な
い
か
、
加
齢
す
る
と
外
出
す
る
こ
と
も
買
物
（
い
さ
さ
か

で
も
）
す
る
こ
と
も
心
の
鬱
を
散
じ
て
く
れ
る
。
私
の
実
用
一
点
張
り
の
行
為
と
逃
い
高
山
さ
ん

の
「
花
屋
で
花
買
ぴ
」
に
は
女
性
ら
し
さ
と
ロ
マ
ン
性
が
あ
っ
て
優
し
い
一
首
で
あ
る
。

神
湊
中
山
千
鶴
子

い
ざ
な
び
て
あ
と
幾
春
と
見
し
梅
も
姉
ゐ
ま
せ
ず
ば
訪
ふ
事
も
な
し

朝
野
藤
井
浩
子

し
き
り
降
る
涅
槃
雪
浴
び
最
後
な
る
伯
父
の
柩
を
見
送
り
て
を
り

（
評
）
中
山
さ
ん
に
は
過
ぎ
し
日
に
逝
っ
た
姉
を
、
藤
井
さ
ん
は
肉
親
最
後
の
柩
の
伯
父
と
、

身
内
の
死
に
寄
せ
る
思
い
を
詠
っ
て
味
わ
い
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

吉

留

高
山

大
島
杉
田
轄
子

ひ
と
よ
に
し

春
の
夜
を
荒
れ
て
す
ぎ
ゆ
く
西
の
風
一
夜
西
と
ふ
呼
び
名
は
や
さ
し

（
評
）
壱
岐
の
漁
師
た
ち
が
言
っ
て
い
た
風
の
名
で
、
今
で
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
普
通
に
使
わ
れ

て
い
る
春
一
番
は
強
い
南
の
風
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は

ね
は
ん
こ
し

0
涅
槃
西
諷
並
び
て
遊
女
漁
夫
の
墓

ふ
な
こ
と
ば

の
句
に
あ
る
伊
豆
や
鳥
羽
あ
た
り
の
船
詞
が
、
俳
句
の
季
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
近
い

二
夜
西
」
は
船
詞
な
の
だ
ろ
う
。
ロ
ー
カ
ル
性
の
あ
る
面
白
い
言
葉
で
あ
り
、
杉
田
さ
ん
は
言
薬

に
ふ
さ
わ
し
い
一
首
に
仕
上
げ
て
い
る
。
私
も
一
度
使
っ
て
み
た
い
言
菓
゜

大
井
木
原
ふ
さ
子

こ
れ
と
言
ふ
行
く
当
も
な
く
歩
み
き
て
薬
師
祠
の
白
梅
仰
ぐ

（
評
）
梅
日
和
と
も
言
う
べ
き
今
年
の
二
月
末
か
ら
三
月
初
め
に
か
け
て
の
暖
か
さ
に
誘
わ
れ

た
ゆ
と

た
作
者
の
或
る
一
日
の
姿
で
あ
ろ
う
、
揺
蕩
う
よ
う
な
気
分
が
感
じ
ら
れ
る
。

0
ふ
と
こ
ろ
手
や
こ
や
ょ
寒
し
妻
子
ら
を
家
に
置
き
て
梅
に
遊
べ
ば

と
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
士
―
一
年
に
宮
柊
二
が
詠
っ
た
、
く
ぐ
ま
る
よ
う
な
心
と
は
対
極
に
あ
る

歌
で
あ
る
。

第
五
一
＿
＿
一
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日
メ
切

田

岡 野
森

立
春
を
過
ぎ
た
る
庭
に
伸
び
出
で
て
編
笠
百
合
は
苔
を
掲
ぐ

福
間
池
浦
千
鶴
子

視
力
ま
た
弱
ま
り
た
る
か
対
岸
に
見
し
白
烈
は
ビ
ニ
ー
ル
な
り
き

田
野
森
甲
子

熱
き
湯
に
足
を
浸
し
て
揉
み
く
る
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
癒
さ
れ
て
を
り

池
田
森
龍
子

味
哨
汁
に
刻
み
て
浮
か
す
蕗
の
益
春
の
足
音
厨
に
広
が
る

日
の
里
大
和
美
由
紀

神
山
の
水
の
流
る
る
村
里
に
正
午
を
報
ず
メ
ロ
デ
ィ
ー
流
る

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

透
明
な
水
を
コ
ッ
プ
に
注
ぐ
時
砂
よ
り
湧
き
出
る
地
下
水
想
ふ

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

園
ふ
り
し
庭
の
パ
セ
リ
を
噛
み
た
れ
ば
口
に
び
ろ
が
る
砂
の
感
触

鐘
崎
安
永
久
子

病
院
の
庭
に
紫
陽
花
芽
ぶ
き
た
り
主
な
き
吾
が
家
の
樹
も
芽
吹
き
ゐ
ん

牟
田
尻
横
山
雪
子

男
の
言
び
し
「
日
に
一
二
十
の
食
材
」
を
指
針
と
な
し
て
健
康
保
つ

福
間
中
村
勇

故
郷
は
近
き
に
あ
れ
ど
籠
る
日
の
多
き
こ
の
頃
は
皿
く
の
み
と
な
る

日
の
里
石
松
弘
次

杖
つ
き
て
そ
ぞ
ろ
梅
花
の
下
に
寄
り
バ
ス
を
待
つ
間
を
豊
か
さ
に
ゐ
る

日
の
里
神
田
一
敏

薄
黒
き
土
よ
り
出
し
土
筆
の
芽
乙
女
の
乳
房
ふ
く
ら
む
に
似
る

光
河
村
久
光

残
暑
ま
だ
き
び
し
き
タ
ベ
に
カ
セ
ッ
ト
の
歌
闘
く
テ
ー
プ
を
幾
度
も
か
け
て

浮
羽
町
向
則
正

紅
白
の
沈
丁
花
の
花
咲
き
い
で
て
顔
を
寄
す
れ
ば
強
き
香
の
す

選
者
詠

マ
ッ
ス

登
問
見
て
夕
見
て
波
の
阻
な
き
東
京
湾
よ
明
日
流
れ
て
あ
り

ほ
の
明
る
水
槽
の
底
砂
い
ろ
と
な
り
て
鰈
は
か
た
ち
を
保
つ

つ
る
の

福
間
森
清

鳶
舞
ふ
春
め
く
雲
の
広
こ
れ
り

光
岡
井
上
嘉
治

花
吹
雪
浴
び
て
若
駒
跳
ね
に
け
り

日
の
里
花
田
い
つ
枝

春
あ
ら
し
高
炉
微
塵
も
動
く
な
し

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

麗
ら
か
や
野
鳥
か
な
で
る
野
地
山
地

吉
田
杏
子

望
ま
れ
て
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
や
梅
開
く

三
浦
美
千
代

白
梅
は
空
の
青
に
も
そ
ま
ず
あ
り

田
中
雨
葉

干
潮
は
千
里
千
里
か
竹
の
秋

木
原
房
子

雲
を
漏
る
春
陽
き
ら
ら
の
遠
賀
川

編
E
後
曰
＂
＂
[

け
て
い
ま
す
。
皆
様
の
真
心
か
ら
な
る
御

奉
賛
と
し
て
、
紙
面
の
充
実
の
た
め
に
お

役
に
立
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
リ
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
▼
先
月
初
め
か

ら
十
日
間
、
沖
ノ
島
に
勤
務
し
て
参
リ
ま

し
た
。
久
し
ぷ
リ
の
海
中
で
の
誤
、
神
職

な
ん
だ
な
あ
と
身
を
も
っ
て
実
感
し
ま

し
た
▼
こ
の
時
期
は
沖
ノ
島
近
海
で
漁
を

す
る
船
も
多
く
、
晩
に
は
連
日
漁
師
料
理

に
舌
鼓
み
を
打
ち
、
『
や
っ
ぱ
リ
自
分
で
魚

を
捌
く
よ
リ
、
人
に
捌
い
て
も
ら
っ
た
魚

の
方
が
美
味
し
い
』
と
感
じ
、
最
近
「
忙
し

い
時
は
外
食
し
た
い
」
と
い
う
共
働
き
の

妻
の
気
持
ち
が
、
海
水
よ
リ
も
身
に
泌
み

ま
し
た
。

(
M
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
八
八
）
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